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日
本
フ
ォ
ー

ム
印
刷
工
業
連

合
会
（
櫻
井
醜

会
長
、
以
下
フ

ォ
ー
ム
工
連
）

は
２
月
21
日
、

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ

ー
ム
印
刷
技
能

や
運
用
に
お
い
て

業
界
標
準
を
作
る

た
め
の
お
役
立
ち

が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

そ
し
て
、
櫻
井

フ
ォ
ー
ム
工
連
会

長
は
次
の
よ
う
に

寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
研
修
会
開

催
の
背
景
に
つ
い

て
語
っ
た
。

　

「
日
本
全
体
が

良
い
方
向
に
向
か

っ
て
い
る
わ
け
で

フ
ォ
ー
ム

工　
　
連

Ｂ
Ｆ
印
刷
技
能
研
修
会
を
公
開

指
導
的
立
場
の
社
員
を
対
象
に

寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

研
修
会
を
ミ
ヤ
コ
シ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
本
部
カ

ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
部
研
修

室
に
お
い
て
実
施
、
そ
の
模

様
を
報
道
関
係
者
に
公
開
し

た
。

　

フ
ォ
ー
ム
工
連
で
は
本
年

度
、「
寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
「
経
営
力
」

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
」

「
技
術
力
」
の
強
化
を
推
進

し
て
い
る
が
、
技
術
力
強
化

の
一
環
と
し
て
、
全
国
の
工

場
現
場
で
指
導
的
立
場
に
あ

る
社
員
を
集
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ム
印
刷
技
能
を
高
め

る
た
め
の
実
機
に
よ
る
集
合

教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

研
修
会
は
２
月
６
日
か
ら

４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
３
日

間
コ
ー
ス
と
し
て
実
施
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
第
２
グ
ル

ー
プ
２
日
目
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

当
日
は
ま
ず
、
報
道
陣
と

の
記
者
懇
談
会
が
行
わ
れ

た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
日

暮
秀
一
技
術
委
員
長
は
「
日

本
フ
ォ
ー
ム
工
連
は
上
場
企

業
か
ら
中
小
零
細
企
業
ま
で

一
つ
に
な
っ
て
い
る
団
体
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

そ
の
共
通
課
題
と
し
て
技
術

が
あ
る
と
考
え
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ォ
ー
ム
の
世
界
で
は
印

刷
技
術
の
認
定
制
度
が
な

く
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
に
機
資
材
メ
ー
カ
ー
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
今
日
ま

で
技
術
を
伝
承
・
開
発
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
部
分
で
フ

ォ
ー
ム
業
界
の
標
準
化
や
、

指
導
内
容
を
統
一
し
た
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
フ

ォ
ー
ム
印
刷
に
お
け
る
機
資

宮
腰
社
長

日
暮
委
員
長

材
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
一
本
化
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と

研
修
会
の
意
義
を
説
明
。

　

ま
た
、
研
修
会
に
協
力
し

て
い
る
ミ
ヤ
コ
シ
の
宮
腰
亨

社
長
は
「
当
社
は
長
く
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
業
界
で
事
業

展
開
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
た
。
現
在
こ
の
場

所
で
は
、
機
械
の
生
産
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
納
入
し
た

機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拠
点

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
当

社
の
コ
ア
事
業
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
拠
点

だ
。
こ
の
研
修
室
は
も
と
も

と
当
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
た
め
の
設
備
と
し
て
準

備
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

新
入
社
員
の
教
育
施
設
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
実
際

に
機
械
に
触
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
研
修
を
進
め
て
お
り
、

ぜ
ひ
、
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は
な
く
、
印
刷
事
業
そ
の
も

の
も
得
意
先
が
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ
が
導
入

さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
モ
ノ

づ
く
り
で
競
争
す
る
の
か
、

コ
ト
づ
く
り
で
競
争
す
る
の

か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
大
き
な
基
本

的
な
姿
勢
だ
。

　

そ
の
意
味
で
こ
れ
か
ら
日

本
が
世
界
と
勝
負
す
る
に
は

技
術
力
プ
ラ
ス
コ
ト
づ
く
り

が
大
切
で
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
力
、
経
営
力
を
で
き

る
だ
け
会
員
の
み
な
さ
ん
に

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
方
で
、
技
術
力
の
低
下

を
ど
の
よ
う
に
底
上
げ
し
て

い
く
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
若
年
層
が
印
刷
の
技
術

を
学
び
、
熱
意
を
持
っ
て
取

り
組
む
と
い
う
よ
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
サ
ー
ビ
ス
分

野
に
人
が
流
れ
て
い
く
時
代

だ
が
、
技
術
力
を
持
っ
た
人

材
を
各
社
で
抱
え
る
こ
と

が
、
今
後
の
競
争
の
母
体
と

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
」

　

続
い
て
、
研
修
会
場
に
場

所
を
移
し
、
午
前
の
座
学
、

午
後
の
実
技
研
修
の
模
様
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

技
能
研
修
会
は
１
日
目
が

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
準
備
」

「
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
部
」

（
実
技
）、
２
日
目
が
「
印

刷
基
礎
技
術
原
理
と
原
則
、

そ
の
数
値
管
理
」（
座
学
）、

「
印
刷
設
備
の
条
件
把
握
と

数
値
管
理
」（
実
技
）、
３
日

目
が
「
加
工
部
・
折
部
」

（
実
技
）
の
構
成
。　
　

　

今
回
公
開
さ
れ
た
の
は
２

日
目
の
講
座
で
、
午
前
中
の

座
学
で
は
印
刷
環
境
条
件
温

度
管
理
、給
水
部
数
値
管
理
、

イ
ン
キ
ロ
ー
ル
管
理
、
親
油

処
理
・
親
水
処
理
、
印
刷
再

現
基
礎
な
ど
が
解
説
さ
れ
、

午
後
の
実
技
で
は
ミ
ヤ
コ
シ

製
Ｍ
Ｖ
Ｆ
18
Ｂ
型
オ
フ
セ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
輪
転
機
を
使
用

し
て
、給
水
部
湿
し
水
制
作
、

印
刷
部
イ
ン
キ
ロ
ー
ル
調

整
、
印
刷
部
親
油
処
理
と
洗

浄
方
法
、
印
刷
部
親
水
処
理

と
洗
浄
方
法
、
印
刷
テ
ス
ト

実
施
・
ゴ
ー
ス
ト
チ
ャ
ー
ト

・
グ
レ
ー
チ
ャ
ー
ト
、
印
刷

機
の
温
度
測
定
停
止
・
稼
働

な
ど
の
講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

講
座
で
は
オ
フ
ィ
ス
知
識

の
知
識
三
富
講
師
か
ら
、
イ

ン
キ
・
給
水
ロ
ー
ル
ニ
ッ
プ

調
整
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
的
ポ
イ
ン
ト
が
、
原
理
原

則
か
ら
具
体
的
に
解
説
さ

れ
、
受
講
者
が
熱
心
に
講
習

に
臨
ん
で
い
た
。

櫻井会長

午前は座学で講習

午後は実技で指導ポイントをつかむ


